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Ⅲ 都市計画区域に定める事項 

 

１ 基本方針 

青梅都市計画区域は、多摩広域拠点域と自然環境共生域に属する。 

本地域は、多摩西部地域の商業業務機能等の集積拠点であり、自

然・歴史・文化と産業集積を活用した中核的な拠点としての拠点性

を高めるとともに、ICT の活用や、新たな感染症への対応も踏まえな

がら、中核的な拠点にふさわしい活力ある暮らしやすい自立都市の

実現を図る。その際、都市の持つ集積のメリットは生かしつつ

も、「密閉、密集、密接」の三密を回避し、感染症の拡大防止

と経済社会活動の両立を図る新しい日常にも対応する、サステ

ナブル・リカバリーの考え方に立脚した強靭で持続可能な都市

づくりを進める。例えば、ゆとりある公共空間の創出などを推

進するとともに、３Ｄ都市モデルの活用などにより、都市空間

の可視化や、開発行為が周辺環境へ及ぼす影響についてシミュ

レーションを行う等、AI や ICT など先端技術も活用しながら

快適で利便性の高い拠点などの整備を図る。 

このため、既成市街地については、市街地再開発事業などの計画

的手法を総合的に活用し、都市基盤整備等を進め、良好な都市環境

の維持・改善に努める。 

 

２ 都市再開発の施策の方向 

（１）拠点の整備 

新型コロナ危機を契機とした都市づくりの観点から、共用スペ
ースを備えたシェアオフィスやサテライトオフィス等、オフィス
ワークとテレワークが補完的に機能するような場の整備や、ニー
ズに応じた柔軟な用途転用などを進め、職住融合の拠点の育成を
図る。 

青梅駅、東青梅駅、河辺駅周辺地区は、本区域の中心市街地と

して、既存の商業施設、公共・公益施設の集積及び立地条件を生

かした多様な機能の拡充を図り、便利で魅力と活力あるまちづく

りを目指す。 

 

（２）安全な市街地の整備 

首都直下地震や台風・豪雨災害など様々な災害に対して､
AI や ICT などを活用し刻々と変化する状況にも対応できる
よう、ハード･ソフト両面からの備えの充実を図る。 

狭あい道路や防災性の低い建築物が多い既成市街地において、

良質な住まいと安全な住環境の形成に努め、災害に強い都市づく

りを推進する。また、雨水貯留浸透施設の設置等、総合治水対策

を進める。 

災害時の避難場所や避難道路となる公園や道路の整備、これら

の周辺や沿道の耐震・耐火性の強化や緑化などを図る。 

 

（３）快適な居住環境の整備 

既成市街地においては、周辺の環境や景観と調和するように、

秩序ある健全な居住環境の形成を目指し、地区特性や住民の意向

を踏まえながら、従来からの用途地域等のほかに、絶対高さ制限

や地区計画、特別用途地区の導入を検討し、建築物の規模、用途

などをきめ細かく誘導する。 

 

（４）自然や歴史・文化などの環境を生かした整備 

青梅駅周辺地区をはじめとする既成市街地において、商家をは

じめ、社寺、古民家や石積などの歴史・文化資源や、市街地を囲

む山地、丘陵地や多摩川などの自然資源を生かしながら、個性的

で魅力ある街並みの創出を図る。 

 

３ １号市街地 

計画的な再開発が必要な市街地の範囲を総括図のとおりとし、そ

の計画事項を【別表－１】に示す。 

 

４ 再開発促進地区 
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２地区（約 2.6ha）を選定し、その整備または開発の計画の概要を

【別表－２】に、おおむねの位置を附図に示す。 

 

５ 誘導地区 

２地区を選定し、そのおおむねの位置と整備の方向を【別表－３】

に示す。 
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別表－１ 計画的な再開発が必要な市街地（１号市街地）の計画事項 

番号 地域名（ha） 
青梅市中央地域 

約 300ha 

ａ 再開発の目標 

・都市構造の再編成 

・建築物の更新 

・都市環境の向上等 

・青梅、東青梅地区は、既存の商業、業務の集積を生かしながら地区

の特性に応じた良好な市街地の形成を図る。 

・快適な地域環境の改善や防災性の向上に努め、安全で活力がある市

街地の整備を図る。 

ｂ
土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
に
関
す
る
方
針 

ア 適切な用途

及び密度の確

保、その他の適

切な土地利用

の実現 

・青梅駅周辺及び東青梅駅周辺における既存の商業・住宅混在地区

は、再開発によって土地の合理的な高度利用を図る。 

イ 主要な都市

施設の整備 

・都市計画道路や地区内道路及び駅前広場の整備と併せ、歩行者空間

を確保し、コミュニティ広場等の整備を図る。 

ウ 都市の環境、

景観等の維持

及び改善 

・建築物の不燃化を進め、災害に強いまちづくりを推進する。 

・自然と調和した市街地の整備を図る。 

・多摩川の清流を軸に、残された河岸段丘の緑の保全に努め、潤いの

ある、良好な都市景観の形成を図る。 

エ その他特に

必要な事項 

・土地の高度利用 

・都市機能の更新 

・まちづくりの機会を捉え、地域の特性に応じ、車中心から人中心の

空間へと転換し、居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成を促進す

る。 
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別表－２ ２項地区（促進地区）の整備又は開発の計画の概要 

番号 地区名 

面積（ha） 

（おおむねの位置） 

青．１．東青梅駅周辺地区 

約 2.1ha 

（青梅市中央部） 

青．２．青梅駅周辺地区 

約 0.5ha 

（青梅市中央西部） 

ａ 地区の再開発、整備

等の主たる目標 

 行政・業務の中心地として、交通の結節点の

役割を強化し、市民生活の中心となる市街地の

形成を目指し、市街地再開発事業等によって土

地の高度利用を図る。 

 老朽化した共同ビルの更新及び駅前広場の再

整備による「青梅の魅力を醸し出す駅前空間の

再生」を図り、青梅駅周辺ならではの魅力を生

かした市街地の形成と、中心市街地の活性化を

促進する。 

都市づくりのグランド

デザインの位置付け 
多摩広域拠点域 多摩広域拠点域 

ｂ 用途、密度に関する

基本的方針、その他の

土地利用計画の概要 

公共施設の集積機能に対応して、関連する商業、

情報サービス機能等の充実を図り、魅力ある駅前

商業地区の性格を高め、効率よい土地利用を推進

する。 

 また、行政、生活の中心地区にふさわしい景

観を創出する。 

 青梅駅周辺地区の豊かな自然、特徴ある地

形、歴史・文化を生かし、土地の所有と利用の

分離による中層建築物を整備するとともに、景

観形成地区として、景観整備・修景を推進す

る。 

ｃ 建築物の更新の方針  商業の活性化を図るとともに生活、文化等の

必要な施設を配置し、建築物の高層化を図る。 

 老朽化した施設建築物の更新や共同化によ

り、街中居住の促進、交流人口の増加及び商店

街の活力向上を図る。 

ｄ 都市施設及び地区施

設の整備の方針 

 駅北口について、中心市街地の駅前にふさわ

しい再開発等を促進する。 

 防災建築街区造成事業により整備された建築

物や周辺の木造建築物等の敷地を統合し、緊急

車両が進入可能な区画道路を整備するととも

に、敷地内に有効な空地を確保し、土地の高度

利用と都市機能の更新を図る。 

ｅ その他 

１ 公共及び民間の役割

や条件整備等の措置 

２ 市街地開発事業 

３ 都市開発諸制度 

４ 関連事業 

（都市計画事業） 

５ 関連事業（その他） 

６ 他の計画の位置付け 

１ 市街地再開発事業等により、公共施設及び施
設建築物の整備を図る。 

２ 市街地再開発事業（一部区域完了） 

１ 民間と公共の適切な役割分担の下に共同ビル

の建替えを促進し、公共施設、施設建築物の

整備を図る。 

２ 市街地再開発事業 

４ 青梅駅前地区第一種市街地再開発事業（決定

済） 

  青梅駅前西地区地区計画（決定済） 

５ 関連事業（その他）共同建替等  

６ 青梅市中心市街地活性化基本計画 
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別表－３ 誘導地区のおおむねの位置と整備の方向 

番 号 地  区  名 おおむねの位置 整  備  の  方  向 

① 青梅駅周辺地区 青梅市中央西部  幹線道路の整備と土地の有効利用を図るとともに、居住環境や商業機能の整備を促進し、中心市街地として市街地

の再生を図る。 

② 東青梅駅周辺地区 青梅市中央部  行政、業務の集積地区として、機能の充実を図るとともに、交通施設等の整備を進め、市の中心地区として育成す

る。 
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